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金
明
容
著
「
モ
ル
ト
マ
ン（J. M

o
ltm

an
n

）神
学
の
貢
献
と
論
争
点
」
の
翻
訳

高　

萬　

松
・
訳

《
解　

説
》

近
年
、
韓
国
で
は
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
。
本
紀
要
五
一
号
の
洛
雲
海
「
韓
国
の
神
学
に

つ
い
て
――
ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
と
の
関
わ
り
か
ら
」
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
）
1
（

。
聖
学
院
大
学
と
提
携
関
係
を
結
ん

で
い
る
ソ
ウ
ル
の
長
老
会
神
学
大
学
校
が
発
行
し
て
い
る
『
長
神
論
壇
』
と
い
う
紀
要
に
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
次
の
よ
う

な
主
題
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
、
著
者
は
金
明
容
教
授
）。
す
な
わ
ち
、「
モ
ル
ト
マ
ン
の
万
有
救
済
論
と

救
済
論
の
新
し
い
地
平
」（
二
〇
〇
〇
年
）、「
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
」（
二
〇
〇
一
年
）、「
モ
ル
ト
マ
ン
の
霊
性
神
学
」

（
二
〇
〇
二
年
）、「
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
貢
献
と
論
争
点
」（
二
〇
〇
三
年
）、「
モ
ル
ト
マ
ン
の
終
末
論
」（
二
〇
〇
四
年
）
な

ど
で
あ
る
。

韓
国
神
学
界
が
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
を
な
ぜ
受
容
し
て
い
る
か
を
理
解
す
る
た
め
に
、
今
回
は
金
明
容
著
「
モ
ル
ト
マ
ン
（J. 

M
o

ltm
an

n

）
神
学
の
貢
献
と
論
争
点
」
と
題
す
る
論
文
を
選
ん
だ
。
著
者
は
本
論
文
に
お
い
て
、
特
に
モ
ル
ト
マ
ン
に
お
け

る
「
歴
史
責
任
的
神
学
」
の
特
徴
に
注
目
す
る
面
が
見
ら
れ
る
が
、
要
約
に
よ
れ
ば
著
者
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
神
学
の
貢
献
を
次
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の
よ
う
に
見
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
は
教
会
に
社
会
的
・
政
治
的
責
任
を
教
え
た
。
第
二
に
そ
れ
は

神
の
痛
み
の
神
学
を
発
展
さ
せ
た
。
第
三
に
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
メ
シ
ア
的
神
学
だ
と
主
張
し
た
。
第
四
に
モ
ル
ト
マ

ン
は
宇
宙
的
神
学
を
発
展
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
集
約
で
き
る
）
2
（

。

（
1
） 

洛
雲
海
「
韓
国
の
神
学
に
つ
い
て
――
ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
と
の
関
わ
り
か
ら
」（『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
五
一

号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
2
） 

金
明
容
「
モ
ル
ト
マ
ン
（J. M

o
ltm

an
n

）
神
学
の
貢
献
と
論
争
点
」、『
長
神
論
壇
』（
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
長
老
会
神
学

大
学
校
、
一
三
六―
一
三
七
頁
﹇
김
명
용
「
몰
트
만
（J. M

o
ltm

an
n

）
신
학
의
공
헌
과
논
쟁
점
」、『
長
神
論
壇
』（
제
二
〇
호
、

二
〇
〇
三
년
）、
장
로
회
신
학
대
학
교
﹈。

一
、
序

一
九
六
四
年
に
『
希
望
の
神
学
』（T

h
e

o
lo

g
ie

 d
e

r H
o

ffn
u

n
g

）
で
世
界
の
神
学
界
に
輝
か
し
く
登
場
し
た
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
そ
れ
以
降

一
九
七
二
年
に
『
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
神
』（D

e
r g

e
k

re
u

zig
te

 G
o

tt

）、
一
九
七
五
年
に
『
聖
霊
の
力
に
お
け
る
教
会
』（D

ie
 K

irch
e

 

in
 d

e
r K

raft d
e

s G
e

iste
s

）
お
よ
び
一
九
八
〇
年
に
『
三
位
一
体
と
神
の
国
』（T

rin
ität u

n
d

 R
e

ich
 G

o
tte

s

）
な
ど
の
著
書
を
発
表
し
、

一
躍
二
〇
世
紀
後
半
の
世
界
の
神
学
を
主
導
す
る
神
学
者
と
な
っ
た
。
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そ
れ
以
後
に
も
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
一
九
八
五
年
『
創
造
に
お
け
る
神
』（G

o
tt in

 d
e

r S
ch

ö
p

fu
n

g

）
を
は
じ
め
と
し
て
彼
の
組
織
神
学

の
重
要
な
著
書
を
出
版
し
）
1
（

、
つ
い
に
一
九
九
五
年
に
は
も
う
一
つ
の
衝
撃
的
著
書
で
あ
る
彼
の
終
末
論
『
神
の
到
来
』（D

as K
o

m
m

e
n

 

G
o

tte
s

）
を
出
版
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
各
々
の
著
書
は
世
界
の
神
学
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
彼
は
二
〇
世
紀
後
半
の
世
界
神
学

界
に
竜
巻
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
新
し
い
﹇
神
学
的
﹈
流
れ
を
形
成
し
た
神
学
者
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
モ
ル
ト
マ
ン
が
世
界
神
学
界

に
及
ぼ
し
た
影
響
は
何
で
あ
り
、
ま
た
彼
の
主
張
に
お
い
て
世
界
神
学
界
に
大
き
な
論
争
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
見
て
み
よ
う
。

二
、
歴
史
責
任
的
神
学
と
し
て
の
政
治
神
学
と
平
和
神
学

モ
ル
ト
マ
ン
が
現
代
神
学
と
最
近
の
世
界
の
歴
史
に
及
ぼ
し
た
最
も
大
き
な
貢
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
が
全
世
界
的
に
広

範
囲
に
拡
が
っ
て
い
る
歴
史
責
任
的
神
学
と
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
者
と
教
会
に
お
け
る
歴
史
責
任
的
活
動
に
決
定
的
な
力
を
及
ぼ
し
た
と

い
う
点
で
あ
り
、
ま
た
彼
が
そ
れ
を
導
い
た
主
役
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
神
学
者
た
ち
（J. 

M
o

ltm
an

n
, J. B

. M
e

tz, D
. S

ö
lle

）
の
中
で
、
最
も
卓
越
し
た
学
者
と
し
て
彼
は
政
治
神
学
が
何
で
あ
る
か
を
世
界
に
知
ら
せ
、
ま
た
神

学
と
教
会
を
私
的
領
域
か
ら
引
き
出
し
て
公
的
領
域
で
﹇
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
﹈
決
定
的
役
割
を
担
っ
た
）
2
（

。

政
治
神
学
（P

o
litisch

e
 T

h
e

o
lo

g
ie

）
と
い
う
用
語
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
前
に
既
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
政
治
神
学
は
大
き
く
分
け
て
二
種

類
、
す
な
わ
ち
、
体
制
維
持
的
政
治
神
学
と
体
制
批
判
的
政
治
神
学
が
あ
る
。
体
制
維
持
的
政
治
神
学
の
代
表
的
学
者
は
カ
ー
ル
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
（C

arl S
ch

m
itt

）
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
よ
り
前
に
、
既
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
政
治
神
学
』（P

o
litisch

e
 T

h
e

o
lo

g
ie

）
と
い
う
本

に
、「
権
威
の
教
理
の
た
め
に
」（Z

u
r L

e
h

re
 vo

n
 d

e
r S

o
u

ve
rän

ität

）
と
い
う
副
題
を
付
け
て
出
版
し
た
）
3
（

。
体
制
維
持
的
政
治
神
学
は
世
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界
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
権
威
が
重
要
で
あ
り
、
罪
深
い
人
間
と
世
界
の
秩
序
を
確
立
し
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
神
が
特
定
の
人
に
政
治

的
権
威
を
与
え
た
と
い
う
理
論
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
神
学
は
既
存
の
政
治
的
権
威
と
秩
序
を
正
当
化
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら
を
神

聖
化
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
は
ヒ
ト
ラ
ー
（A

. H
itle

r

）
の
統
治
の
正
当
化
の
た
め
に
利
用
さ
れ
、
ナ
チ
統
治
の

惨
憺
た
る
悲
劇
の
背
後
に
存
在
し
た
神
学
的
理
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
〇
世
紀
後
半
に
発
展
し
た
モ
ル
ト
マ
ン
の
政
治
神
学
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
体
制
維
持
的
政
治
神
学
に
対
立
す
る
体
制
批
判
的
政
治
神
学
で

あ
る
。
体
制
批
判
的
政
治
神
学
は
到
来
す
る
神
の
国
の
光
を
今
日
の
既
存
の
構
造
と
秩
序
に
照
ら
し
、
神
の
国
の
姿
と
一
致
し
な
い
も
の
を

批
判
し
、
神
の
国
の
姿
に
相
応
す
る
よ
う
に
世
界
の
構
造
と
秩
序
を
変
え
よ
う
と
す
る
神
学
で
あ
る
。
現
存
す
る
世
界
の
構
造
と
秩
序
は
抑

圧
と
不
義
の
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
人
権
弾
圧
や
独
裁
、
ま
た
こ
れ
ら
と
似
て
い
る
邪
悪
な
構
造
と
秩
序
を
多
く
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
構
造
と
秩
序
が
神
の
国
の
光
に
照
ら
さ
れ
る
時
、
そ
れ
ら
は
改
革
さ
れ
批
判
さ
れ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
政
治
神
学
が
体
制
批
判
的
政
治
神

学
で
あ
る
理
由
は
、
彼
が
常
に
神
の
国
の
光
か
ら
現
存
す
る
世
界
の
構
造
と
秩
序
を
仰
ぐ
か
ら
で
あ
る
。
世
界
に
お
け
る
構
造
と
秩
序
と
、

神
の
国
に
お
け
る
そ
れ
と
は
常
に
完
全
一
致
し
な
い
た
め
、
政
治
神
学
は
絶
え
ず
体
制
批
判
的
に
な
り
、
ま
た
不
和
と
葛
藤
関
係
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

一
九
六
四
年
に
出
版
さ
れ
た
モ
ル
ト
マ
ン
の
『
希
望
の
神
学
』
は
、
不
義
の
世
界
と
絶
え
ず
葛
藤
関
係
に
あ
る
神
の
国
に
希
望
を
持
っ
て

進
ん
で
行
く
キ
リ
ス
ト
者
と
そ
の
教
会
に
生
き
甲
斐
を
与
え
た
不
朽
の
著
作
で
あ
っ
た
。
こ
の
著
作
は
二
〇
世
紀
後
半
に
世
界
的
に
起
き

た
人
権
の
た
め
の
闘
争
、
人
種
差
別
に
抵
抗
す
る
運
動
、
反
独
裁
闘
争
、
民
主
化
運
動
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ま
た
こ
れ
は
全

世
界
が
正
し
い
道
に
行
く
よ
う
に
精
神
的
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
希
望
の
神
学
は
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
（G

. G
u

tié
rre

z

）

の
『
解
放
の
神
学
』（T

h
e

o
lo

g
ie

 d
e

r B
e

fre
i

）
1

（
訳
注

u
n

g

）
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
解
放
運
動
に
解
放
神
学
と
共
に
深

い
精
神
的
影
響
を
与
え
、
韓
国
で
は
民
衆
神
学
の
胎
動
に
影
響
を
与
え
た
。
韓
国
の
民
主
化
運
動
に
関
与
し
た
数
多
く
の
人
々
が
モ
ル
ト
マ

ン
の
思
想
的
影
響
の
下
に
置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
何
人
か
は
モ
ル
ト
マ
ン
と
個
人
的
交
わ
り
の
関
係
を
結
ん
で
い
た
）
4
（

。
そ
れ
だ
け
で
な
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く
黒
人
神
学
や
人
種
差
別
に
抵
抗
し
た
数
多
く
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
も
モ
ル
ト
マ
ン
の
『
希
望
の
神
学
』
を
読
み
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
神
学
的

影
響
下
に
置
か
れ
て
い
た
）
5
（

。

『
解
放
の
神
学
』
を
書
い
た
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
神
学
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
神
学
（A

k
ad

e
m

isch
e

 T
h

e
o

lo
g

ie

）
で

あ
る
の
に
対
し
、
解
放
神
学
が
民
衆
の
神
学
（T

h
e

o
lo

g
ie

 d
e

s V
o

lk
e

s

）
だ
と
見
な
し
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
解
放
神
学
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
政
治
神
学
の
違
い
、
さ
ら
に
解
放
神
学
の
政
治
神
学
に
対
す
る
相
対
的
独
立
性
を
表
そ
う
と
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
区
別
を
す
る
の
は

正
し
く
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
神
学
が
決
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
神
学
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
政
治
的
・
社
会
的
情

況
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
解
放
神
学
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
神
学
と
の
間
に
多
く
の
違
い
が
あ
る
に
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
神
学

は
理
論
を
教
え
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
神
学
で
は
な
い
。モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
神
学
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ（A

u
sch

w
itz

）

の
衝
撃
か
ら
始
ま
っ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
以
後
」（N

ach
 A

u
sch

w
itz

）
が
政
治
神
学
の
具
体
的
情
況
で
あ
る
）
6
（

。

ヒ
ト
ラ
ー
の
統
治
と
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
の
悲
劇
は
ド
イ
ツ
人
の
政
治
的
・
道
徳
的
危
機
を
表
す
言
葉
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
神
学
的
危
機

を
も
表
し
て
い
る
。
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
は
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
統
治
と
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
の
悲
劇
に
対
し
て
沈
黙
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
六
〇
〇
万
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
死
と
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
死
ん
だ
五
七
〇
〇
万
の
犠
牲
者
の
前
で
、
神
学
と
教

会
が
自
分
に
は
過
ち
が
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
新
し
い
政
治
神
学
は
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
二
〇
世
紀
最

大
の
歴
史
的
悲
劇
を
背
景
に
し
て
始
ま
っ
た
神
学
で
あ
っ
て
、
決
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
神
学
で
は
な
い
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
政
治
神
学
は
一
九
八
〇
年
頃
に
入
る
と
平
和
神
学
の
特
徴
を
表
し
始
め
る
が
、
こ
れ
は
東
西
冷
戦
の
緊
張
が
高
ま
る
最

中
、一
触
即
発
の
危
機
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
覆
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
一
九
八
〇
年
『
政
治
神
学
、政
治
倫
理
』（P

o
litisch

e
 

T
h

e
o

lo
g

ie
, P

o
litisch

e
 E

th
ik

）
及
び
『
無
力
の
力
強
さ
』（O

h
n

e
 M

ach
t m

äch
tig

）
の
よ
う
な
書
を
出
版
し
、
政
治
的
領
域
に
お
い
て

敵
を
愛
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
武
器
を
捨
て
る
こ
と
が
持
つ
力
に
つ
い
て
言
及
し
、
一
九
八
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
展
開
さ
れ

た
平
和
神
学
と
平
和
運
動
の
精
神
的
指
導
者
と
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
の
前
半
は
ソ
連
と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
陣
営
の
S
S
―
20
核
ミ
サ
イ
ル
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と
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
N
A
T
O
陣
営
の
﹇
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
﹈P

e
rsh

in
g

-2
 

核
ミ
サ
イ
ル
が
数
限
り
な
く
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
核
ミ

サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
る
瞬
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
命
は
す
べ
て
滅
す
る
し
か
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
陣
営
は
さ
ら
に

軍
費
を
増
強
し
よ
う
と
し
、
軍
事
的
緊
張
は
極
み
に
達
し
て
い
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
神
学
者
及
び
平
和
運
動
家
た
ち

は
政
治
的
領
域
で
の
平
和
神
学
の
重
要
性
を
力
説
し
、
こ
の
た
め
に
努
力
し
、
祈
っ
た
。
そ
こ
で
奇
跡
が
起
き
た
。
一
九
八
九
年
に
ベ
ル

リ
ン
（B

e
rlin

）
の
障
壁
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
東
西
冷
戦
が
終
息
し
ド
イ
ツ
は
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
）
2

（
訳
注る

。
モ
ル
ト
マ
ン
﹇
の
神
学
﹈
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
政
治
神
学
は
決
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
神
学
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
渦
巻
く
歴
史
と
共
に
す
る
神
学
で
あ
り
、
歴
史
を
正
し
く

導
き
、
世
界
を
生
か
す
神
学
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
一
九
八
九
年
の
奇
跡
を
経
験
し
た
後
、『
希
望
の
神
学
』
第
一
三
版
の
序
文
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
）
7
（

。

一
九
六
八
年
の
幻
滅
の
後
、
ち
ょ
う
ど
二
〇
年
が
過
ぎ
た
一
九
八
九
年
以
来
、
我
々
は
あ
ま
り
に
も
長
く
絶
望
的
に
考
え
て
い

た
政
治
的
舞
台
で
、
誰
も
真
剣
に
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
「
し
る
し
と
奇
跡
」
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

が
倒
れ
た
時
、
ド
イ
ツ
が
統
一
さ
れ
た
時
、
そ
し
て
南
ア
フ
リ
カ
で
人
種
差
別
の
体
制
が
憂
慮
し
て
い
た
流
血
事
態
な
く
平
和

的
に
消
え
た
時
、
歴
史
は
我
々
の
小
さ
な
信
仰
を
恥
じ
た
。
巨
大
な
暴
力
の
体
制
に
対
抗
し
た
非
暴
力
的
で
平
和
的
で
あ
り
、

時
に
は
楽
し
か
っ
た
一
九
八
〇
年
代
末
と
一
九
九
〇
年
代
初
め
の
こ
の
よ
う
な
革
命
は
『
希
望
の
神
学
』
の
強
力
な
後
援
軍
で

あ
っ
た
と
思
う
。
な
ぜ
我
々
は
も
っ
と
偉
大
な
希
望
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

『
希
望
の
神
学
』
か
ら
始
ま
っ
た
モ
ル
ト
マ
ン
の
歴
史
責
任
的
神
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
東
西
冷
戦
の
壁
を
破
り
、
ド
イ
ツ
を
統
一
さ
せ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
を
作
る
の
に
大
き
な
精
神
的
貢
献
を
残
し
、
南
ア
フ
リ
カ
で
は
平
和
的
人
種
差
別
を
撤
廃
さ
せ
、
韓
国
で
は
韓
国
の
民

主
化
を
成
し
遂
げ
る
の
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
彼
の
政
治
神
学
は
神
学
者
た
ち
が
政
治
家
と
な
ろ
う
と
す
る
神
学
で
は
な
く
、
教
会
の
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歴
史
責
任
的
活
動
の
た
め
の
神
学
で
あ
り
、
こ
の
神
学
は
真
に
世
界
各
地
で
正
義
と
平
和
と
生
命
の
花
を
咲
か
せ
た
。

三
、
生
と
命
の
た
め
の
メ
シ
ア
的
神
学

モ
ル
ト
マ
ン
は
自
分
の
神
学
を
メ
シ
ア
的
神
学
と
自
ら
呼
ん
で
い
た
）
8
（

。
メ
シ
ア
的
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
宗
教
改
革
者

た
ち
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
残
滓
だ
と
そ
れ
ほ
ど
批
判
し
た
メ
シ
ア
的
と
い
う
用
語
を
モ
ル
ト
マ
ン
が
自
ら
用
い
た
理
由
は
何
か
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教
の
中
で
深
く
存
在
し
て
い
る
魂
の
神
学
は
完
全
な
神
学
で
は
な
い
。
魂
だ
け
救
っ
て
天
国
に
送
る
神

学
は
聖
書
の
教
え
と
衝
突
す
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
は
真
の
メ
シ
ア
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
が
メ
シ
ア
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
イ
エ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
王
国
を
回
復
さ
せ
、
ユ
ダ
ヤ
の
王
と
な
ろ
う
と
し
た
メ
シ
ア
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
メ
シ
ア
と
は
単
語

の
意
味
の
通
り
救
い
主
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
救
い
は
人
間
の
魂
だ
け
の
救
い
で
は
な
く
、
人
間
全
体
を
救
う
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
人
間
だ
け
で
救
う
の
で
は
な
く
世
界
と
宇
宙
に
お
い
て
存
在
す
る
悪
の
霊
と
悪
の
力
を
追
放
し
、
神
の
命
と
栄
光
と
永
遠
の
生

の
世
界
を
作
っ
て
い
く
救
い
を
意
味
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
イ
エ
ス
は
人
間
の
魂
だ
け
ケ
ア
し
た
の
で
は
な
く
、
人
間
の
肉
体
の
苦
痛
を
も
ケ
ア
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
病
者
を
癒

し
、
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
の
癒
し
は
復
活
の
前
兆
で
あ
る
と
同
時
に
神
の
国
の
前
兆
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
働
き
は
魂
の
た
め
の
働

き
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
を
通
し
て
始
ま
っ
た
神
の
国
は
肉
体
と
魂
全
体
と
し
て
の
人
間
を
生
か
す
こ
と
と
関
わ
っ
て
お
り
、
人
間

と
世
界
を
捕
ま
え
て
い
る
死
の
力
を
破
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
は
人
間
と
世
界
を
死
の
力
か
ら
解
放
さ
せ
、
生
か
し

て
く
だ
さ
る
真
の
救
い
主
、
す
な
わ
ち
メ
シ
ア
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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モ
ル
ト
マ
ン
は
一
九
九
一
年
『
い
の
ち
の
御
霊
』
と
い
う
聖
霊
論
に
お
い
て
聖
霊
の
働
き
が
生
と
命
に
あ
る
と
強
調
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン

に
よ
れ
ば
真
の
霊
性
は
生
の
霊
に
溢
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
肉
体
を
離
れ
魂
の
深
い
世
界
に
行
く
こ
と
で
は
な
い
）
9
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば

カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
院
の
歴
史
に
お
い
て
深
く
根
ざ
し
て
い
る
よ
う
に
、
肉
体
を
抑
制
し
魂
の
内
に
あ
る
霊
性
を
探
り
、
神
と
の
出
会
い
の
場

所
が
魂
の
頂
点
、
ま
た
は
魂
の
底
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
魂
の
頂
点
で
は
な
く
、
出
エ

ジ
プ
ト
の
具
体
的
解
放
の
歴
史
に
お
い
て
神
に
出
会
い
、
自
由
と
正
義
が
回
復
さ
れ
、
乳
と
蜜
の
流
れ
る
土
地
が
与
え
ら
れ
る
解
放
と
救
い

の
歴
史
に
お
い
て
神
を
経
験
し
た
か
ら
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
魂
と
肉
体
の
葛
藤
の
中
で
魂
を
選
ぶ
の
が
真
の
霊
性
で
は
な
く
、

死
の
力
に
捕
ら
わ
れ
て
う
め
く
魂
と
肉
体
の
全
体
が
、
死
の
力
に
対
抗
し
死
の
力
を
砕
く
、
そ
の
と
こ
ろ
に
真
の
霊
性
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
聖
霊
の
導
き
に
従
っ
て
生
き
て
い
る
の
は
、
肉
体
を
抑
圧
す
る
生
で
は
な
く
、
死
に
対
抗
す
る
生
で
あ
り
、
解
放
と
自
由
と
命
の
充
満

を
経
験
す
る
生
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
貢
献
は
、
過
去
の
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
影
響
で
魂
を
重
視
す
る
﹇
原
文
、
康
去
拳
等
﹈
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
聖
書
的
・

メ
シ
ア
的
神
学
に
変
え
、
生
と
命
の
た
め
の
神
学
を
作
る
こ
と
に
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
貢
献
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
福
音
と
救
い
の
意

味
が
メ
シ
ア
的
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
生
と
命
の
た
め
の
福
音
と
救
い
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
白
に
表
す
こ
と
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。四

、
生
態
学
的
宇
宙
的
神
学

一
九
八
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
創
造
に
お
け
る
神
』
と
一
九
九
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
神
の
到
来
』
は
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
が
生
態
学
的
で

宇
宙
的
特
徴
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
『
創
造
に
お
け
る
神
』
の
中
で
、
以
前
の
『
希
望
の
神
学
』
と
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『
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
神
』
に
お
い
て
表
れ
な
か
っ
た
生
態
学
的
神
学
の
重
要
性
と
生
態
学
的
神
学
の
重
要
な
精
神
を
発
展
さ
せ
、
そ
れ

以
降
、
全
世
界
的
に
広
げ
ら
れ
た
生
態
学
的
神
学
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

モ
ル
ト
マ
ン
は
生
態
学
的
神
学
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
被
造
物
の
内
に
お
ら
れ
る
聖
霊
の
臨
在
と
活
動
に
つ
い
て
言
及
し
、
特
に
こ
れ
を
三

位
一
体
の
神
学
的
観
点
で
言
及
し
、
こ
れ
を
体
系
化
し
た
こ
と
に
大
き
な
貢
献
が
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
神
が
世
界
と
被
造
物
と
は
全
的

に
異
な
る
超
越
的
存
在
だ
と
い
う
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
（K

. B
arth

）
の
『
ロ
マ
書
講
解
』
第
二
版
（
一
九
一
九
）
に
出
て
く
る
超
越
的
神
概

念
に
反
対
し
、
被
造
物
と
神
と
を
混
合
す
る
汎
神
論
的
神
概
念
に
も
反
対
し
、
被
造
物
の
内
に
存
在
し
て
い
る
神
の
霊
を
三
位
一
体
神
学
的

観
点
で
言
及
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
造
物
の
内
に
臨
在
し
て
い
る
神
は
聖
霊
を
通
し
た
内
住
で
あ
っ
て
、
被
造
物
と
神
が
互
い
の
区
別
な
し

て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
意
味
の
汎
神
論
と
は
根
本
的
に
違
う
。
こ
の
よ
う
な
モ
ル
ト
マ
ン
の
神
概
念
を
万
有
在
神
論
（P

an
e

n
th

e
ism

）

と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
10
（

。
重
要
な
こ
と
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
神
概
念
で
あ
る
万
有
在
神
論
と
プ
ロ
セ
ス
神
学
者
た
ち
の
神
概
念
で
あ
る
万
有

在
神
論
は
根
本
的
に
相
違
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
プ
ロ
セ
ス
神
学
者
た
ち
の
万
有
在
神
論
は
三
位
一
体
神
学
的
に
発
展
し
て
い
な
い
反

面
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
万
有
在
神
論
は
三
位
一
体
の
神
学
的
構
造
を
持
つ
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
た
め
今
日
の
生
態
界
の
危
機
と
の
関
連
で

発
展
し
て
い
る
生
態
学
的
神
学
の
発
展
に
モ
ル
ト
マ
ン
の
生
態
学
的
神
学
は
最
も
重
要
な
神
学
的
着
想
と
構
造
を
提
供
し
て
お
り
、
こ
れ
は

モ
ル
ト
マ
ン
の
貢
献
と
し
て
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
は
生
態
学
的
神
学
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
万
有
救
済
論
的
宇
宙
的
神
学
を
展
開
し
た
。
こ
れ
は
神
学
の
幅
を
広
げ
た
と
い
う
点

で
の
貢
献
で
あ
る
。
以
前
の
神
学
が
魂
の
た
め
の
宗
教
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
二
〇
世
紀
前
半
に
登
場
し
て
大
き
く
発
展
し
た
ペ
ン
テ
コ
ス

テ
主
義
神
学
は
救
い
の
肉
体
性
を
強
調
す
る
特
徴
を
持
つ
全
人
的
神
学
で
あ
っ
た
。
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
主
義
者
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
の
死
の
恵
み

が
人
間
を
病
か
ら
解
放
し
、
貧
困
か
ら
解
放
す
る
と
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
の
死
の
恵
み
は
人
間
の
魂
だ
け
解
放
し
た
の
で
は

な
く
、
肉
体
を
も
肉
体
の
す
べ
て
の
苦
痛
か
ら
解
放
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
以
前
の
魂
の
宗
教
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
対

す
る
大
き
な
挑
戦
と
し
て
、
新
し
い
全
人
の
神
学
の
始
ま
り
を
知
ら
せ
る
瞬
間
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
後
半
に
登
場
し
た
政
治
神
学
、
解
放
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神
学
、
黒
人
神
学
お
よ
び
民
衆
神
学
な
ど
は
、
神
の
救
い
働
き
を
個
人
か
ら
社
会
と
歴
史
に
広
げ
た
神
学
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
『
希

望
の
神
学
』
と
『
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
神
』
は
、
神
の
救
い
の
働
き
に
つ
い
て
の
理
解
を
社
会
と
歴
史
に
広
げ
る
の
に
決
定
的
に
貢
献
し

た
著
作
で
あ
っ
た
。
し
か
も
モ
ル
ト
マ
ン
は
『
創
造
に
お
け
る
神
』
と
『
神
の
到
来
』
な
ど
の
書
に
お
い
て
神
の
救
い
の
働
き
を
全
被
造
世

界
に
拡
大
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
社
会
歴
史
責
任
的
神
学
か
ら
万
有
を
救
い
の
領
域
と
見
な
す
宇
宙
的
次
元
の
神
学
に
発
展
さ
せ
た
。
モ
ル

ト
マ
ン
が
世
界
の
神
学
の
幅
を
宇
宙
的
次
元
に
ま
で
拡
大
さ
せ
る
の
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
今
日
の
神
学
に
対
す
る
モ
ル
ト
マ
ン
の
大

き
な
貢
献
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
、
理
解
で
き
る
三
位
一
体
論
と
三
位
一
体
神
学
の
実
践
性

カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
（K

. B
arth

）
に
啓
蒙
主
義
と
自
由
主
義
神
学
の
攻
撃
に
よ
っ
て
ま
る
で
廃
棄
物
の
よ
う
で
あ
っ
た
三
位
一
体
論
を

二
〇
世
紀
に
復
旧
し
た
貢
献
が
あ
る
な
ら
ば
、
モ
ル
ト
マ
ン
（J. M

o
ltm

an
n

）
に
は
バ
ル
ト
に
よ
っ
て
復
旧
さ
れ
た
三
位
一
体
論
を
教

会
と
社
会
に
お
い
て
生
き
て
働
く
、
キ
リ
ス
ト
者
の
生
の
実
践
の
現
場
ま
で
深
く
影
響
を
及
ぼ
す
三
位
一
体
論
に
変
え
た
貢
献
が
あ
る
。

一
九
八
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
モ
ル
ト
マ
ン
の
『
三
位
一
体
と
神
の
国
』（T

rin
ität u

n
d

 R
e

ich
 G

o
tte

s

）
は
二
〇
世
紀
後
半
に
お
け
る
世
界

神
学
界
の
三
位
一
体
神
学
の
リ
バ
イ
バ
ル
と
議
論
の
起
爆
剤
と
な
り
、
こ
の
著
作
の
持
つ
歴
史
的
意
義
は
と
て
も
大
き
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
は

こ
の
著
作
で
一
九
九
一
年
『
三
位
一
体
と
神
の
歴
史
』（In

 d
e

r G
e

sch
ich

te
 d

e
s d

re
ie

in
ig

e
n

 G
o

tte
s

）
と
い
う
三
位
一
体
神
学
研
究
に

お
け
る
と
て
も
重
要
な
著
作
を
出
版
し
、
現
在
の
世
界
神
学
界
に
お
い
て
三
位
一
体
論
に
対
す
る
議
論
と
発
展
の
中
心
に
立
つ
神
学
者
と

な
っ
た
）
11
（

。

モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
の
特
徴
に
は
一
般
人
や
信
徒
た
ち
に
と
っ
て
難
解
な
三
位
一
体
論
を
理
解
し
や
す
く
説
明
し
た
と
い
う
点
が
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あ
り
、
そ
れ
も
彼
の
貢
献
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
（J. C

alvin

）
時
代
の
セ
ル
ヴ
ェ
（S

e
r
ve

tu
s

）
は
、
三
位
一
体
論
を
信
じ

る
と
い
う
こ
と
が
三
つ
の
頭
で
一
つ
の
体
で
あ
る
怪
物
を
信
じ
る
こ
と
だ
と
主
張
し
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
を
批
判
し
た
。
セ
ル
ヴ
ェ
は
結
局
三
位

一
体
を
反
対
し
た
理
由
で
焚
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
セ
ル
ヴ
ェ
を
焚
刑
に
処
し
た
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
、
神
が
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
三
者
で
あ
り
、

三
者
で
あ
り
な
が
ら
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
繰
り
返
し
言
っ
た
だ
け
で
、
こ
れ
を
理
解
で
き
る
よ
う
な
論
理
で
説
明
で
き
な
か
っ

た
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
よ
れ
ば
神
は
三
つ
の
ヒ
ュ
ポ
ス
タ
シ
ス
（h

y
p

o
stasis

）、
つ
ま
り
父
、
子
、
聖
霊
の
三
位
の
﹇
区
別
を
持
っ
た
﹈
一

つ
の
神
で
あ
り
、
聖
書
が
そ
の
よ
う
証
し
、
古
代
教
会
の
偉
大
な
神
学
の
教
父
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
教
え
て
い
た
が
、
我
々
は
そ
れ
で
十
分

に
満
足
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
）
12
（

。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
、
三
位
一
体
論
の
難
解
性
と
神
秘
性
を
強
調
し
た
だ
け
で
一
般
人
や
信
徒
た
ち
が

理
解
し
納
得
で
き
る
こ
と
と
は
何
も
関
係
の
な
い
主
張
で
あ
っ
た
。

三
位
一
体
論
に
つ
い
て
最
も
理
解
し
や
す
く
、
そ
れ
を
説
明
す
る
歴
史
上
に
最
も
多
く
現
れ
た
論
理
が
様
態
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
態
論

は
古
代
教
会
の
時
代
、
す
で
に
サ
ベ
リ
オ
ス
（S

ab
e

lliu
s

）
に
よ
っ
て
主
唱
さ
れ
、
そ
れ
以
降
に
も
絶
え
ず
現
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
類
似

様
態
論
も
現
れ
た
。
様
態
論
が
絶
え
ず
登
場
す
る
理
由
は
論
理
的
に
理
解
し
や
す
い
面
も
あ
る
が
、
し
か
し
様
態
論
の
根
本
的
問
題
点
は
一

神
論
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
二
五
年
の
ニ
カ
イ
ア
信
条
は
父
で
あ
る
神
の
ほ
か
に
、
同
じ
権
威
と
神
性
を
持
つ
子
な
る
神
が
お
ら
れ
る

こ
と
を
宣
言
し
、
三
八
一
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条
は
父
で
あ
る
神
と
子
で
あ
る
神
の
ほ
か
に
こ
の
二
つ
と
同
じ
神
性
と
権
威

を
持
ち
、
同
じ
く
礼
拝
と
賛
美
を
受
け
る
べ
き
聖
霊
で
あ
る
神
が
お
ら
れ
る
と
宣
布
し
た
。
三
二
五
年
の
ニ
カ
イ
ア
信
条
と
三
八
一
年
の
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条
は
す
で
に
ユ
ダ
ヤ
教
の
一
神
論
か
ら
公
式
的
に
離
れ
た
信
条
で
あ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
は
ユ
ダ
ヤ
教
が
信

じ
て
い
る
父
で
あ
る
神
以
外
に
子
な
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
い
う
神
と
聖
霊
で
あ
る
神
を
信
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
宣
布
し
た
。
韓
国

教
会
で
絶
え
ず
様
態
論
的
一
神
論
の
形
態
の
異
端
が
出
現
す
る
こ
と
は
、
韓
国
教
会
が
ニ
カ
イ
ア
信
条
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条

の
持
つ
意
味
を
ほ
と
ん
ど
説
明
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
よ
く
知
ら
な
い
こ
と
と
関
連
が
深
い
。
神
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
一
神
論
を
信
じ
な
が

ら
、
三
位
一
体
と
い
う
形
式
を
受
け
入
れ
る
時
、
こ
れ
と
の
つ
な
が
り
で
よ
く
理
解
で
き
る
理
論
が
様
態
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
ニ
カ
イ
ア
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信
条
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
信
じ
て
い
る
神
が
一
神
論
的
な
神
で
は
な
く
、
父
な
る
神
と
子
な
る
神
と

聖
霊
な
る
神
、
つ
ま
り
ユ
ダ
ヤ
教
の
一
神
論
と
は
根
本
的
に
異
な
る
三
つ
の
ヒ
ュ
ポ
ス
タ
シ
ス
（
個
体
、﹇
こ
こ
で
は
原
文
に
従
う
﹈）
が
前

提
と
な
っ
た
三
位
一
体
で
あ
る
神
を
信
ず
る
と
宣
布
す
る
こ
と
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
は
三
つ
の
ヒ
ュ
ポ
ス
タ
シ
ス
か
ら
始
ま
る
三
位
一
体
論
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
三
位
一
体
論
は
思

弁
で
は
な
く
、
納
得
で
き
な
い
特
異
な
神
秘
的
理
論
で
も
な
く
、
聖
書
が
啓
示
し
古
代
教
会
が
こ
れ
を
整
理
し
た
、
神
に
つ
い
て
最
も
重
要

で
、
神
を
正
し
く
理
解
で
き
る
決
定
的
教
理
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
新
約
聖
書
は
三
位
の
神
を
正
確
に
啓
示
し
て
い
る
。
モ
ル
ト

マ
ン
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
が
洗
礼
を
受
け
た
場
面
は
三
位
一
体
の
神
の
姿
を
正
確
に
啓
示
し
て
い
る
。

イ
エ
ス
は
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
る
と
す
ぐ
、
水
か
ら
上
が
ら
れ
た
。
す
る
と
、
見
よ
。
天
が
開
け
、
神
の
御
霊
が
鳩
の
よ
う
に

自
分
の
上
に
降
っ
て
く
る
の
を
、
ご
ら
ん
に
な
っ
た
。
ま
た
天
か
ら
声
が
あ
っ
て
言
っ
た
、「
こ
れ
は
わ
た
し
の
愛
す
る
子
、

わ
た
し
の
心
に
か
な
う
者
で
あ
る
」（
マ
タ
イ
三
章
一
六
―
一
七
節
）。

　
洗
礼
を
受
け
る
子
な
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
、
わ
た
し
の
愛
す
る
子
と
宣
布
す
る
父
な
る
神
と
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
降
臨
す
る
聖

霊
な
る
神
、
こ
の
三
位
の
神
が
前
述
の
場
面
で
明
白
に
現
れ
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
父
な
る
神
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
愛
す

る
父
で
あ
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
神
な
る
父
は
異
な
る
個
体
で
あ
る
。
こ
れ
は
聖
霊
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
十
字
架
で
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
は
彼
の
愛
す
る
父
に
よ
っ
て
見
捨
て
ら
れ
、
彼
の
復
活
は
彼
の
父
が
聖
霊
を
遣
わ
し
て
彼
の
愛
す
る
子
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
事
件
で

あ
っ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
働
き
は
常
に
三
位
一
体
論
的
に
の
み
正
し
く
理
解
さ
れ
う
る
。
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
園

で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
彼
の
愛
す
る
父
に
祈
っ
て
お
ら
れ
、
聖
霊
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
十
字
架
に
至
る
ま
で
導
い
た
霊
で
あ
っ
た
。

父
は
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
に
彼
の
霊
で
あ
り
子
の
霊
で
も
あ
る
聖
霊
を
遣
わ
し
、
聖
霊
は
子
を
知
ら
せ
、
信
ぜ
ら
れ
る
霊
で
あ
る
と
同
時
に
父
に
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栄
光
を
帰
せ
ら
れ
る
霊
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
の
す
べ
て
の
働
き
は
三
位
一
体
論
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
進
ん
で
発
展
し
て
行

く
。
三
位
一
体
で
あ
る
神
を
知
ら
な
い
人
は
神
の
働
き
を
正
し
く
理
解
す
る
の
に
失
敗
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

神
が
三
つ
の
ヒ
ュ
ポ
ス
タ
シ
ス
（
個
体
）
と
し
て
存
在
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
三
つ
の
個
体
で
存
在
す
る
神
の
一
体
化
は
ど
う
な
る
の
か
。

三
位
一
体
論
で
最
も
難
解
な
こ
の
三
つ
の
個
体
で
あ
る
神
の
一
体
化
に
つ
い
て
モ
ル
ト
マ
ン
は
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
の
証
言
通
り
、
父
が

わ
た
し
の
内
に
お
ら
れ
、
わ
た
し
が
父
の
内
に
存
在
す
る
相
互
浸
透
と
循
環
（P

e
rich

o
re

sis

）
に
基
づ
い
た
一
体
化
に
触
れ
た
。
モ
ル
ト

マ
ン
に
よ
れ
ば
神
の
一
体
化
は
「
一
人
化
」（E

in
e

r

）
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、「
一
つ
化
」（E

in
s

）
を
意
味
す
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ

れ
ば
三
の
個
体
で
あ
る
神
が
一
人
に
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
神
の
一
体
化
は
、
深
い
愛
の
交
わ
り
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
一
体
化

は
個
体
が
一
個
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
父
と
子
と
聖
霊
の
交
わ
り
に
お
け
る
人
格
的
相
互
浸
透
と
循
環
に
お
け
る
一
体
化
で
あ

る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
）
13
（

。

私
は
、
私
の
三
位
一
体
の
神
学
で
聖
書
に
表
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
の
働
き
か
ら
出
発
し
、
三
つ
の
主
体
、
す
な
わ
ち
、
メ
シ
ア

的
に
子
な
る
イ
エ
ス
、
彼
が
呼
ぶ
ア
バ
な
る
神
、
そ
し
て
イ
エ
ス
を
父
と
結
合
さ
せ
父
を
通
し
て
子
を
世
界
の
中
に
遣
わ
す
聖

霊
の
区
別
と
交
わ
り
か
ら
出
発
し
た
。
も
し
我
々
が
三
つ
の
主
体
の
三
位
一
体
的
働
き
か
ら
出
発
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
働
き

の
こ
の
三
の
主
体
の
一
致
性
に
つ
い
て
質
問
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
一
致
を
三
位
一
体
論
的
に
把
握
す
べ
き
で
あ
り
、
一
元
論

的
に
把
握
し
て
は
な
ら
な
い
。
私
は
子
な
る
イ
エ
ス
と
父
と
の
一
致
を
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
に
従
っ
て
循
環
的
一
致
と
理
解

し
た
。
換
言
す
れ
ば
相
互
に
与
え
る
こ
と
と
受
け
取
る
こ
と
、
そ
し
て
参
与
し
て
分
か
ち
合
う
命
の
中
に
あ
る
、「
主
体
的
我
」

（W
ir

）
と
「
客
体
的
我
」（U

n
s

）
の
中
に
い
る
「
我
」（Ich

）
と
「
汝
」（D

u

）
の
社
会
的
一
致
と
理
解
し
た
。
ダ
マ
ス
コ

ス
（Jo

h
an

n
e

s D
am

asce
n

u
s

）
の
ヨ
ハ
ネ
が
三
位
一
体
論
の
中
に
引
き
込
ん
だ
循
環
（P

e
rich

o
re

sis, circu
m

in
se

ssio

）

の
概
念
は
三
つ
の
位
格
の
一
致
を
よ
く
把
握
し
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
位
格
は
彼
ら
の
相
互
の
愛
を
通
し
て
互
い
に
全
的
に
共
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に
感
じ
な
が
ら
存
在
す
る
た
め
、
彼
ら
は
完
全
に
一
つ
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
烈
に
交
換
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
相
手
の
中
に
完
全
に
浸
透
し
、
互
い
に
分
か
ち
合
う
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
三
位
一
体
論
の
核
心
は
愛
の
交
わ
り
と
親
交
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
「
正
教
会
神
学
は
三
位
一
体
の
神
の
一

体
性
を
『
交
わ
り
』
と
理
解
す
る
の
に
何
の
問
題
点
を
持
っ
て
い
な
い
。
既
に
偉
大
な
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
学
派
の
学
者
た
ち
も
そ
の
よ
う
に

理
解
し
た
）
14
（

」
と
強
調
し
た
。
三
位
一
体
の
神
の
一
致
性
は
三
つ
の
神
的
な
個
体
の
間
で
つ
く
ら
れ
る
独
特
な
「
交
わ
り
」（G

e
m

e
in

sch
aft

）

で
あ
る
。
つ
ま
り
三
位
一
体
な
る
「
神
の
一
致
性
は
こ
れ
以
上
の
同
質
的
で
神
的
な
『
実
体
』（S

u
b

stan
z

）
や
同
一
の
神
的
『
主
体
』

（S
u

b
je

k
t

）
に
お
い
て
理
解
さ
れ
ず
、
父
、
子
そ
し
て
聖
霊
の
永
遠
の
『
循
環
』（P

e
rich

o
re

sis

）
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
）
15
（

）
と
モ
ル
ト
マ

ン
は
言
っ
た
。

三
位
﹇
の
﹈
神
の
一
体
性
を
一
人
化
（E
in

e
r

）
と
理
解
せ
ず
、
一
体
化
（E

in
s

）
と
理
解
し
、
こ
の
神
の
本
質
が
相
互
の
浸
透
と
循
環

に
起
因
す
る
と
い
う
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
の
神
学
は
、
直
ち
に
三
神
論
的
傾
向
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
起
こ
る
よ
う
に

な
り
、
こ
れ
は
現
在
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
神
学
の
最
大
の
論
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
者
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
カ
ス
パ
ー

（W
. K

asp
e

r

）
は
一
神
論
で
な
い
三
位
一
体
論
は
結
局
の
と
こ
ろ
三
神
論
に
帰
結
す
る
と
主
張
し
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
が
三
神
論

に
な
る
と
批
判
し
た
）
16
（

。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
（W

. P
an

n
e

n
b

e
rg

）
も
同
じ
く
モ
ル
ト
マ
ン
の
社
会
的
三
位
一
体
論
が

三
神
論
的
傾
向
を
表
し
て
い
る
と
主
張
し
た
）
17
（

。

モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
が
三
神
論
で
あ
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
彼
を
批
判
す
る
人
々
が
一
神
論
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
三
位

一
体
論
の
観
点
に
よ
っ
て
相
当
の
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
は
、
と
り
あ
え
ず
三
位
一
体
論
の
正
統
信
条
と
も

言
う
べ
き
ニ
カ
イ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条
と
、
こ
の
信
条
を
作
る
の
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
教
父
た

ち
の
三
位
一
体
論
の
根
本
精
神
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
点
に
長
所
が
あ
る
。
ま
た
モ
ル
ト
マ
ン
自
身
も
そ
れ
が
聖
書
に
基
づ
い
た
聖
書
的
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三
位
一
体
論
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
か
ら
発
展
し
て
二
〇
世
界
紀
の
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
と
カ
ー

ル
・
ラ
ー
ナ
ー
に
至
る
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
西
方
の
三
位
一
体
論
の
伝
統
は
、
聖
書
か
ら
離
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ア

教
父
た
ち
の
伝
統
と
元
来
の
三
位
一
体
論
の
基
本
精
神
か
ら
離
脱
し
て
一
神
論
的
性
格
を
持
っ
た
間
違
っ
た
三
位
一
体
論
で
あ
る
と
批
判
し

た
）
18
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
の
観
点
に
よ
れ
ば
、
異
常
に
発
展
し
た
西
方
の
三
位
一
体
神
学
の
伝
統
を
固
守
し
よ
う
と
す
る
人
々
は
、
自
分
の
三
位
一

体
論
を
三
神
論
的
傾
向
が
あ
る
と
批
判
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
結
局
は
彼
ら
の
三
位
一
体
論
が
既
に
古
代
教
会
で
一
神
論
的
で
あ
る
と
批

判
を
受
け
た
間
違
っ
た
三
位
一
体
論
で
あ
り
、
聖
書
の
啓
示
か
ら
離
脱
し
た
三
位
一
体
論
を
持
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
は
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
教
父
た
ち
の
三
位
一
体
論
と
最
初
の
三
位
一
体
論
の
信
条
の
よ
う
に
見
る
こ
と
の
で
き

る
ニ
カ
イ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条
の
精
神
と
つ
な
が
っ
て
い
る
長
所
が
あ
り
、
納
得
で
き
な
い
三
位
一
体
論
を
理
解
で
き
る

も
の
に
し
た
貢
献
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
思
弁
的
だ
と
常
に
批
判
を
受
け
て
い
た
三
位
一
体
論
を
実
践
的
な
も
の
に
変
え
た
こ
と

に
大
き
な
貢
献
が
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
自
分
の
三
位
一
体
論
を
社
会
的
三
位
一
体
論
（so

ziale
 T

rin
itätsle

h
re

）
と
呼
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
一
神
論
的
で
君
主
神
論
的
な
三
位
一
体
論
と
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
一
神
論
的
で
君
主
神
論
的
な
三
位
一

体
論
と
、
一
人
の
皇
帝
が
支
配
し
て
い
る
君
主
的
政
治
体
制
と
は
相
応
す
る
。
ま
た
一
人
の
教
皇
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
﹇
位
階
秩
序
的
﹈

教
権
主
義
的
構
造
と
一
人
の
父
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
父
権
的
家
族
構
造
も
一
神
論
的
で
君
主
神
論
的
三
位
一
体
論
と
相
応
す
る
構
造
で
あ

る
。
御
父
と
御
霊
の
三
人
格
体
に
お
け
る
愛
と
交
わ
り
が
そ
の
本
質
で
あ
る
社
会
的
三
位
一
体
論
は
、
世
界
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
支
配
構

造
と
は
根
本
的
に
対
立
す
る
神
の
姿
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
（G

re
g

o
r
y

）
が
ア
ダ
ム
と
エ
バ
と
セ
ツ

の
最
初
の
家
族
か
ら
三
位
一
体
の
神
の
類
比
の
形
態
を
見
つ
け
た
こ
と
に
対
し
て
、
鋭
い
こ
と
と
賞
賛
し
た
）
19
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
男

と
女
と
子
供
と
の
間
で
の
人
間
ら
し
さ
と
い
う
解
体
で
き
な
い
社
会
性
に
お
い
て
神
の
姿
が
存
在
し
、
三
位
一
体
の
神
の
類
比
が
存
在
す

る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
男
の
女
に
対
す
る
支
配
が
神
の
姿
で
は
な
く
、
男
と
女
の
性
的
区
分
と
人
格
的
愛
の
交
わ
り
に
お
い
て
神
の
姿

が
存
在
す
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
男
の
女
に
対
す
る
支
配
に
お
い
て
神
の
姿
を
理
解
し
た
が
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
こ
れ
を
批
判
し
て
い
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20
（

。
御
父
と
御
子
と
御
霊
と
の
間
で
の
人
格
的
交
わ
り
に
相
応
す
る
交
わ
り
は
、
男
と
女
と
の
間
の
性
の
交
わ
り
で
あ
り
、
世
代
と
世
代
の

間
に
あ
る
交
わ
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
モ
ル
ト
マ
ン
は
三
位
一
体
的
教
会
を
兄
弟
姉
妹
の
共
同
体
と
見
な
し
て
い
る
）
21
（

。
一
人
の
教
皇
や
一
人
の
監
督
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ

る
教
会
は
三
位
一
体
の
神
の
姿
に
相
応
す
る
正
し
い
教
会
で
は
な
い
。
教
会
は
根
本
的
に
兄
弟
姉
妹
の
共
同
体
で
あ
り
、
兄
弟
姉
妹
の
間
に

あ
る
愛
の
交
わ
り
が
そ
の
本
質
で
あ
る
。
男
だ
け
が
聖
職
を
独
占
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
三
位
一
体
の
神

に
相
応
す
る
社
会
構
造
は
個
人
の
人
格
性
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
主
義
（P

e
rso

n
ale

r S
o

zialism
u

s

）
で
あ
る
）
22
（

。
こ
の
個
人
の
人
格
性
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
主
義
は
個
人
の
人
格
性
と
個
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
兄
弟
姉
妹
の
共
同
体
性
を
も
同
時
に
強
調
す
る
体
制
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
は
個
人
の
個
体
性
と
人
格
性
が
抹
殺
さ
れ
る
共
産
主
義
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
共
同
体
性
が
抹
殺
さ
れ
る
熾
烈
な
競

争
社
会
と
し
て
の
資
本
主
義
と
も
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
モ
ル
ト
マ
ン
の
社
会
的
三
位
一
体
論
は
全
世
界
的
に
大
き
な
神
学
的
反
響
を
引
き
起
こ
し
た
。
単
に
思
弁
的
だ
と
見
な
さ

れ
て
い
た
三
位
一
体
論
が
家
庭
と
教
会
と
社
会
を
変
革
す
る
根
源
的
な
力
と
し
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。
ボ
フ
（L

. B
o

ff

）
は
三
位
一
体
論
が

社
会
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
宣
言
し
、
ヴ
ォ
ル
フ
（M

. V
o

lf

）
は
三
位
一
体
の
神
学
を
教
会
論
的
に
適
用
す
る
『
三
位
一
体
と
共
同
体
』

（T
rin

ität u
n

d
 G

e
m

e
in

sch
aft

）
と
い
う
重
要
な
著
述
を
書
い
た
）
23
（

。

モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
は
東
方
教
会
の
中
に
存
在
し
て
い
る
三
位
一
体
神
学
の
元
来
の
姿
を
見
つ
け
、
こ
れ
を
聖
書
に
現
れ
て
い
る

三
位
一
体
の
神
の
姿
に
照
ら
し
て
新
し
く
体
系
化
し
た
三
位
一
体
論
で
あ
る
が
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
っ
て
形

作
ら
れ
た
一
神
論
的
で
君
主
神
論
的
な
西
方
教
会
の
三
位
一
体
論
を
大
き
く
修
正
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
大
き
な
貢
献
が
あ
る
。
そ
し
て

三
位
一
体
論
を
家
庭
と
教
会
と
社
会
と
政
治
的
領
域
に
至
る
ま
で
世
界
を
変
革
す
る
実
践
的
教
理
と
し
て
定
着
さ
せ
た
と
い
う
点
に
お
い
て

大
き
な
貢
献
が
あ
る
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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六
、
終
末
論
の
新
し
い
地
平
と
万
有
救
済
論

モ
ル
ト
マ
ン
は
二
〇
世
紀
後
半
の
世
界
の
終
末
論
の
流
れ
を
変
え
た
神
学
者
と
し
て
、
そ
の
貢
献
は
大
き
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
希
望
の
神

学
は
、
個
人
の
魂
が
彼
岸
の
世
界
に
お
い
て
安
息
の
場
を
探
す
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
的
類
型
の
終
末
論
か
ら
、
こ
の
世
に
臨
む
べ
き
神
の
国
の
到

来
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
終
末
論
へ
と
そ
の
方
向
を
転
換
さ
せ
た
。
勿
論
、
個
人
の
死
と
魂
の
救
い
と
い
う
伝
統
的
な
終
末
論
を
否
定
す
る
と

か
そ
の
価
値
を
落
と
す
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
一
九
九
五
年
の
『
神
の
到
来
』
で
、
個
人
の
死
と
関
連
の
あ
る
終
末
論
の

問
題
を
と
て
も
詳
し
く
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
理
由
で
モ
ル
ト
マ
ン
の
終
末
論
が
個
人
的
次
元
を
見
逃
す
終
末
論
だ
と
い
う
批
判
は
説

得
力
が
な
い
。
終
末
論
に
お
け
る
モ
ル
ト
マ
ン
の
貢
献
は
、
魂
中
心
の
伝
統
的
終
末
論
か
ら
、
こ
の
世
の
中
に
臨
む
べ
き
神
の
国
の
到
来
に

焦
点
を
合
わ
せ
た
終
末
論
へ
と
発
展
さ
せ
た
と
い
う
点
に
あ
り
、
さ
ら
に
終
末
論
の
究
極
的
次
元
が
到
来
す
る
神
の
国
に
あ
る
と
い
う
点
を

強
調
し
、
体
系
化
し
た
と
い
う
点
に
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
終
末
論
が
歴
史
的
次
元
を
強
調
し
そ
れ
を
体
系
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
主
義
者
や
リ
バ
イ
バ

ル
運
動
で
よ
く
見
ら
れ
る
終
末
の
時
期
を
計
算
し
、
終
末
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
る
終
末
論
と
は
何
も
関
係
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
終
末
論
に
は

歴
史
的
次
元
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
正
し
い
終
末
論
で
は
な
く
、
宿
命
論
的
で
あ
り
、
歴
史
責
任
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
歴
史
を
運
命
や

悪
魔
に
任
せ
る
過
ち
を
犯
す
終
末
論
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
終
末
論
は
聖
霊
と
共
に
歴
史
を
改
革
し
て
い
く
終
末
論
で
あ
り
、
歴
史
の
中

に
神
の
新
し
さ
（N

o
vu

m

）
を
創
る
終
末
論
で
あ
り
、
悪
の
力
を
壊
し
て
キ
リ
ス
ト
の
勝
利
に
向
け
て
前
進
す
る
終
末
論
で
あ
る
。
そ
の

理
由
で
モ
ル
ト
マ
ン
の
終
末
論
は
歴
史
に
対
し
て
責
任
的
終
末
論
の
本
格
的
な
始
ま
り
を
知
ら
せ
る
貢
献
の
あ
る
終
末
論
で
あ
る
。

ま
た
モ
ル
ト
マ
ン
の
終
末
論
は
一
九
世
紀
の
自
由
主
義
神
学
者
た
ち
が
多
く
考
え
て
い
た
楽
観
主
義
的
終
末
論
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
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一
九
世
紀
の
自
由
主
義
神
学
者
た
ち
の
楽
観
主
義
的
終
末
論
は
歴
史
の
発
展
と
神
の
国
と
を
直
接
に
つ
な
げ
る
終
末
論
で
あ
る
が
、
モ

ル
ト
マ
ン
は
こ
れ
に
対
し
て
強
く
反
対
し
た
。
そ
の
理
由
は
歴
史
が
楽
観
的
で
は
な
く
、
歴
史
の
真
ん
中
に
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
が
立
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
悲
劇
を
体
で
体
験
し
、
戦
争
の
捕
虜
と
し
て
三
年
間
囚
わ
れ
た
モ
ル
ト
マ
ン
に
と
っ
て
歴
史
は
決

し
て
楽
観
的
で
は
な
く
、
深
い
十
字
架
の
苦
難
が
歴
史
の
隅
々
に
入
り
込
ん
で
い
る
と
モ
ル
ト
マ
ン
は
見
て
い
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
終
末
論

に
お
け
る
貢
献
は
、
一
九
世
紀
自
由
主
義
神
学
の
楽
観
主
義
的
終
末
論
と
神
の
国
の
思
想
を
二
〇
世
紀
後
半
に
継
承
し
た
こ
と
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
楽
観
主
義
的
歴
史
観
で
な
い
希
望
の
歴
史
観
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
神
の
国
の
到
来
と
建
設
に
希
望
を
置
く
希
望

の
終
末
論
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
希
望
の
終
末
論
は
世
の
中
に
存
在
す
る
根
強
い
悪
と
十
字
架
の
現
実
を
直
視
し
て
い
る
終
末

論
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
彼
の
『
希
望
の
神
学
』
で
未
来
（F

u
tu

r

）
と
降
臨
（A

d
ve

n
t

）
と
を
分
け
て
い
る
。
降
臨
は
キ

リ
ス
ト
の
到
来
か
ら
始
ま
る
新
し
い
歴
史
を
意
味
し
、
未
来
は
こ
の
世
の
現
実
、
す
な
わ
ち
罪
悪
と
死
の
力
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
歴

史
の
未
来
を
意
味
す
る
。
神
の
国
は
こ
の
世
の
既
存
の
現
実
の
未
来
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
と
共
に
新
し
く
創
造
す
る
未
来
で
あ
る
。
こ
の

未
来
の
創
造
は
既
存
の
秩
序
と
の
衝
突
が
避
け
ら
れ
ず
、
既
存
の
誤
っ
た
秩
序
の
改
革
と
新
し
い
創
造
を
通
し
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

モ
ル
ト
マ
ン
の
希
望
の
歴
史
観
と
希
望
の
終
末
論
は
歴
史
を
新
し
く
し
つ
つ
、
神
の
国
を
作
っ
て
い
く
聖
霊
の
活
動
を
正
し
く
把
握
で
き
る

歴
史
観
で
あ
る
た
め
、
与
え
る
意
味
が
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
モ
ル
ト
マ
ン
が
歴
史
責
任
的
終
末
論
を
発
展
さ
せ
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
的
で
は
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
教
的
・
メ
シ
ア
的
終
末
論
を
発

展
さ
せ
た
こ
と
は
、
神
学
的
に
意
味
深
い
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
に
お
け
る
地
上
に
建
設
さ
れ
る
千
年
王
国
の
強
調
は
、
今
日
彼
の
終
末

論
に
対
す
る
重
要
な
論
争
と
な
っ
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
最
高
レ
ベ
ル
の
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ボ
ウ
カ
ム
（R

. 

B
au

ck
h

am

）
は
モ
ル
ト
マ
ン
が
千
年
王
国
を
歴
史
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
勝
利
の
象
徴
と
理
解
せ
ず
、
具
体
的
実
体
と
理
解
し
た
こ
と
に

対
す
る
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
）
24
（

。
オ
ラ
ン
ダ
の
改
革
派
神
学
者
で
二
〇
世
紀
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
ベ
ル
コ
フ
（H

. B
e

rk
h

o
f

）
と
ベ
ル
カ

ウ
ワ
ー
（G

. C
. B

e
rk

o
u

w
e

r

）
ら
は
皆
、
千
年
王
国
を
歴
史
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
勝
利
に
対
す
る
希
望
と
理
解
し
た
。
ボ
ウ
カ
ム
に
よ
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れ
ば
千
年
王
国
が
具
体
的
な
歴
史
と
存
在
し
て
お
り
、
新
し
い
天
と
新
し
い
地
が
そ
の
後
に
建
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
神
学
的
に
多
く

の
問
題
が
あ
る
。
ボ
ウ
カ
ム
は
歴
史
の
最
後
に
建
設
さ
れ
る
新
し
い
天
と
新
し
い
地
に
対
す
る
正
し
い
神
学
的
解
説
だ
け
で
、
モ
ル
ト
マ
ン

の
言
お
う
と
す
る
キ
リ
ス
ト
の
国
の
メ
シ
ア
的
性
格
と
地
上
の
完
成
を
十
分
に
説
明
で
き
る
と
見
て
い
る
。

千
年
王
国
の
問
題
よ
り
大
き
な
論
争
を
引
き
起
こ
す
モ
ル
ト
マ
ン
の
終
末
論
は
、『
神
の
到
来
』
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
彼
の
万
有
救

済
論
で
あ
る
。
彼
の
言
う
万
有
救
済
は
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
が
和
解
論
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
万
人
和
解
論
（A

llve
rsö

h
n

u
n

g
sle

h
re

）
を

大
き
く
発
展
さ
せ
た
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
衝
撃
的
で
あ
る
。
バ
ル
ト
の
万
人
和
解
論
は
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
死
が
万
人
の
た
め
の
死

で
、
万
人
は
キ
リ
ス
ト
の
死
に
よ
っ
て
既
に
神
と
和
解
さ
れ
た
と
い
う
理
論
で
あ
り
、
イ
エ
ス
を
信
ず
る
瞬
間
和
解
さ
れ
る
と
い
う
既
存
の

理
論
を
ひ
っ
く
り
返
す
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
を
信
ず
る
瞬
間
和
解
さ
れ
る
と
い
う
和
解
論
が
主
観
的
和
解
論
だ
と
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト

が
十
字
架
で
死
な
れ
る
瞬
間
万
人
の
罪
が
赦
さ
れ
万
人
が
神
と
和
解
さ
れ
た
と
い
う
バ
ル
ト
の
和
解
論
は
客
観
的
和
解
論
と
称
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
万
人
は
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
自
分
の
告
白
と
は
関
係
な
く
キ
リ
ス
ト
の
死
に
よ
っ
て
神
と
客
観
的
に
和
解
さ

れ
て
い
る
。

バ
ル
ト
の
客
観
的
和
解
論
は
直
ち
に
多
く
の
問
い
を
引
き
起
こ
し
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
の
客
観
的
和
解
論
は
万
人
救
済
論
と
同
じ
も
の
で
は

な
い
か
と
い
う
点
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
バ
ル
ト
は
万
人
救
済
論
を
主
張
し
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
バ
ル
ト
自
身
の
答
え
は
、
そ

う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
バ
ル
ト
は
万
人
和
解
論
（A

llve
rsö

h
n

u
n

g
sle

h
re

）
と
万
人
救
済
論
（A

lle
rlö

su
n

g
sle

h
re

）
を
区

別
し
た
。
バ
ル
ト
は
自
分
が
主
張
し
た
と
こ
ろ
が
万
人
和
解
論
で
あ
っ
て
万
人
救
済
論
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
バ
ル
ト
に
よ
れ

ば
和
解
の
出
来
事
と
救
済
の
出
来
事
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
死
に
よ
っ
て
万
人
が
神
と
和
解
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る

が
、
万
人
が
救
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
和
解
と
救
い
の
間
に
は
宣
教
の
時
間
が
あ
り
、
教
会
の
時
間
が
あ
り
、
聖
霊
の
時
間
が
存
在
す
る
。

バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
教
会
と
聖
霊
に
よ
る
宣
教
を
通
し
た
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
個
人
的
信
仰
と
告
白
が
人
を
救
い
に
導
く
。
し
た
が
っ
て
キ
リ

ス
ト
に
対
す
る
個
人
的
信
仰
と
告
白
が
な
い
人
々
は
、
和
解
こ
そ
し
た
が
、
ま
だ
救
い
に
至
ら
な
い
人
々
で
あ
る
。
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バ
ル
ト
が
和
解
と
救
い
を
区
別
し
、
ま
だ
キ
リ
ス
ト
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
人
々
は
救
い
に
至
ら
な
い
人
々
だ
と
明
白
に
区
別
し
た
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
相
変
わ
ら
ず
重
要
な
神
学
的
問
い
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
万
人
が
キ
リ
ス
ト
の
死
に
よ
っ
て
神
と
和
解
し
、
神
か

ら
赦
し
を
受
け
た
と
す
れ
ば
、
結
局
最
後
の
日
に
神
は
彼
ら
を
お
救
い
に
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
っ
た
。
現
在
信
じ
な
い
者
は
キ

リ
ス
ト
の
死
に
よ
っ
て
解
決
な
さ
れ
た
恩
寵
を
受
け
ず
、
十
字
架
の
出
来
事
の
裏
の
影
の
中
で
、
つ
ま
り
暗
闇
と
神
の
審
判
の
中
に
留
ま
っ

て
い
て
も
、
最
後
の
日
に
神
が
彼
ら
を
結
局
救
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
質
問
に
対
し
て
バ
ル
ト
は
不
要
な
論
理
の

抽
象
化
を
警
戒
し
た
。
バ
ル
ト
は
そ
の
よ
う
な
結
論
を
出
す
の
が
、
今
日
我
々
の
仕
事
で
は
な
い
と
見
、
神
の
自
由
を
害
す
る
行
為
と
見
て

い
る
。
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
万
人
救
済
論
は
今
日
生
き
て
い
る
我
々
に
は
一
つ
の
希
望
の
教
理
で
あ
っ
て
、
結
論
的
に
断
言
で
き
る
教
理
で
は

な
か
っ
た
）
25
（

。

バ
ル
ト
が
不
要
な
論
理
の
抽
象
化
を
警
戒
し
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
バ
ル
ト
の
神
学
は
結
局
万
人
救
済
論
に
至
る
と
多
く
の
人
々

が
推
測
し
た
。
な
ぜ
な
ら
バ
ル
ト
は
『
教
会
教
義
学
』（
Ⅱ
・
二
）
の
予
定
論
で
、
神
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
捨
て
て
全
人
類
を
救
お
う

と
定
め
た
と
宣
言
し
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
「
た
だ
一
度
捨
て
ら
れ
た
者
」（D

e
r e

in
zig

e
 V

e
r
w

o
rfe

n
e

）
と
規
定
し
た
こ
と
が
あ
り
）
26
（

、

和
解
論
で
は
神
が
万
人
を
赦
し
和
解
し
た
と
宣
言
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
バ
ル
ト
が
彼
の
『
教
会
教
義
学
』
の
和
解
論
を
書
い
た

後
、
元
々
計
画
し
て
い
た
救
済
論
を
完
成
し
た
な
ら
ば
、
我
々
は
こ
の
問
題
に
対
す
る
バ
ル
ト
の
詳
細
な
解
説
と
結
論
を
得
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
バ
ル
ト
は
こ
の
問
題
に
対
す
る
詳
細
な
解
説
を
残
す
こ
と
が
で
き
ず
、
一
九
六
八
年
一
二
月
一
〇
日
に
天
に
召

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
『
神
の
到
来
』
は
バ
ル
ト
が
残
し
た
神
学
的
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
著
作
で
あ
り
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
こ
の
問
題
に
対

す
る
神
学
的
答
え
が
万
有
救
済
論
だ
と
見
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
書
は
二
重
の
審
判
論
と
万
有
救
済
論
に
つ
い
て
言
及
で
き
る

書
物
と
見
な
し
た
。
使
徒
行
伝
第
三
章
二
一
節
は
「
万
物
を
更
新
す
る
」
神
に
対
し
て
言
及
し
、
エ
ペ
ソ
第
一
章
一
〇
節
は
「
天
に
あ
る
も

の
地
に
あ
る
も
の
を
、
こ
と
ご
と
く
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
一
つ
に
帰
せ
し
め
よ
う
と
さ
れ
た
」
の
が
神
の
御
心
と
説
明
し
て
お
り
、
Ⅰ
コ
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リ
ン
ト
第
一
五
章
二
二
節
は
「
ア
ダ
ム
に
あ
っ
て
す
べ
て
の
人
が
死
ん
で
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
す
べ
て
の
人
が
生

か
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
宣
言
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
呪
い
と
審
判
と
死
が
終
末
論
的
に
見
る
と
、
最
後
の
地

平
の
中
に
あ
る
「
一
段
階
以
前
の
も
の
」（e

in
 V

o
rle

tze
s

）
だ
と
説
明
し
た
ミ
ハ
エ
リ
ス
（W

alte
r M

ich
alis

）
の
観
点
を
肯
定
的
に
見
て

い
る
）
27
（

。
ま
た
モ
ル
ト
マ
ン
は
地
獄
の
永
遠
性
に
対
し
て
否
定
的
立
場
を
示
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
（W

ü
rte

m
b

e
rg

）
の

敬
虔
主
義
神
学
者
た
ち
の
立
場
に
対
し
て
も
肯
定
的
に
見
て
い
る
。
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
敬
虔
主
義
者
、
ベ
ン
ゲ
ル
（J. A

.  B
e

n
g

e
l

）

は
天
国
と
地
獄
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
す
べ
て
の
こ
と
は
最
後
に
建
設
さ
れ
る
神
の
国
の
完
成
に
仕
え
る
と
見
な
し
た
）
28
（

。

モ
ル
ト
マ
ン
は
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
死
は
罪
の
問
題
だ
け
解
決
し
た
の
で
は
な
く
、
地
獄
を
破
壊
し
た
出
来
事
で
あ
る
と
見
な
し
た
。

キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
で
地
獄
の
苦
痛
を
経
験
し
、
そ
の
た
め
地
獄
は
破
壊
さ
れ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
受
け
入

れ
な
い
人
間
の
誤
っ
た
決
定
に
よ
っ
て
人
間
は
地
獄
の
苦
痛
の
中
に
絶
え
ず
留
ま
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
人
間
の
決
定
が
い
く
ら

大
き
い
と
は
い
え
、
人
間
を
生
か
そ
う
と
す
る
神
の
決
定
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
最
後
の

答
え
は
万
有
救
済
で
あ
ろ
う
と
確
言
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
人
間
の
決
定
と
神
の
決
定
に
お
い
て
、
神
の
決
定
の
究
極
的
優
位
性
を
考
え

た
の
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
が
万
人
救
済
論
で
は
な
く
万
有
救
済
論
を
主
張
し
た
の
は
、
そ
の
間
発
展
し
た
生
態
学
的
神
学
と
つ
な
が
っ
て

い
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
が
単
に
人
間
だ
け
の
た
め
の
死
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
被
造
物
の
う
め
き
と
苦
痛
を
担
っ
た
死
で
あ
っ
た

た
め
、
救
済
論
の
最
後
の
言
葉
は
万
有
救
済
論
で
あ
り
、
神
が
万
有
の
中
で
す
べ
て
と
な
り
、
万
有
の
賛
美
と
栄
光
を
受
け
る
日
が
神
の
国

の
日
で
あ
り
、
こ
の
世
の
究
極
的
未
来
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
モ
ル
ト
マ
ン
の
万
有
救
済
論
は
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
が
残
し
て
い
た
神
学
的
課
題
を
解
決
し
た
と
い
う
長
所
の
他
に
、
万
有
を

慰
め
る
喜
び
の
福
音
を
伝
え
る
と
い
う
長
所
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
状
態
で
死
者
の
未
来
が
ど
の
よ
う
に
な
る

か
と
い
う
問
題
と
関
連
の
あ
る
多
く
の
神
学
的
難
題
を
解
決
で
き
る
可
能
性
を
開
い
て
い
る
と
い
う
長
所
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
理
論
は
大

き
な
論
争
を
引
き
起
こ
す
。
そ
の
核
心
は
二
重
的
審
判
論
が
聖
書
の
教
え
て
い
る
最
後
の
答
え
で
あ
っ
て
、
決
し
て
万
人
救
済
や
万
有
救
済
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が
聖
書
の
教
え
て
い
る
最
後
の
答
え
で
は
な
い
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
既
に
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
が
予
定
論
と
和
解
論
を
発
表
し
た
時
、
エ
ー

ミ
ル
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
（E

. B
ru

n
n

e
r

）
は
バ
ル
ト
の
理
論
が
聖
書
的
正
当
性
を
得
に
く
い
と
批
判
し
た
。
ブ
ル
ン
ナ
ー
に
よ
れ
ば
「
聖
書
は

す
べ
て
の
人
々
の
救
い
に
つ
い
て
言
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
反
対
の
二
重
的
結
果
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
る
）
29
（

。
ゲ
ル

ハ
ル
ト
・
エ
ー
ベ
リ
ン
グ
（G

. E
b

e
lin

g

）
も
「
聖
書
は
明
白
に
天
国
と
地
獄
と
い
う
象
徴
を
以
っ
て
最
後
の
日
の
二
重
的
結
果
に
つ
い
て

言
っ
て
い
る
」
と
強
調
し
て
い
る
）
30
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
の
万
有
救
済
論
は
二
重
的
審
判
論
が
聖
書
の
最
後
の
言
葉
だ
と
信
じ
て
い
る
多
く
の
人
々

と
の
激
し
い
論
争
を
二
一
世
紀
に
予
告
し
て
い
る
。

七
、
結
び

モ
ル
ト
マ
ン
は
二
〇
世
紀
後
半
の
最
も
強
力
な
歴
史
責
任
的
神
学
者
で
、
歴
史
責
任
的
神
学
運
動
を
展
開
し
た
学
者
で
あ
っ
た
。
彼
の
政

治
神
学
と
平
和
神
学
は
東
西
冷
戦
の
壁
を
壊
す
の
に
思
想
的
に
大
き
く
貢
献
し
、
世
界
各
地
で
起
こ
っ
た
人
種
差
別
の
撤
廃
運
動
と
正
義
と

民
主
化
運
動
の
た
め
の
運
動
に
も
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
彼
の
神
学
は
具
体
的
歴
史
に
お
い
て
実
践
さ
れ
、
そ
の
実
践
は
歴
史
変
革
の
原

動
力
と
な
っ
て
現
れ
た
。
神
学
的
に
見
る
と
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
内
部
で
長
い
間
忘
れ
ら
れ
て
い
た
生
と
生
命
の
た
め
の
メ
シ
ア

的
神
学
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
体
系
化
し
た
貢
献
が
あ
る
。
ま
た
彼
が
発
展
さ
せ
た
三
位
一
体
神
学
は
二
〇
世
紀
後
半
の
世
界
の
神
学
界

に
三
位
一
体
論
の
神
学
的
リ
バ
イ
バ
ル
を
も
た
ら
し
、
三
位
一
体
神
学
の
社
会
的
・
歴
史
的
重
要
性
の
浮
上
に
貢
献
を
残
し
た
。
反
面
、
彼

の
終
末
論
は
そ
の
新
し
さ
に
加
え
、
人
間
と
世
界
の
歴
史
に
対
す
る
最
後
の
答
え
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千
年
王
国
と
万
有
救
済
論
の

と
こ
ろ
に
お
い
て
相
当
の
論
争
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
二
一
世
紀
の
世
界
の
神
学
が
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
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原
注

（
1
） 『
創
造
に
お
け
る
神
』
の
他
に
重
要
な
モ
ル
ト
マ
ン
の
組
織
神
学
の
著
書
と
し
て
は
『
三
位
一
体
と
神
の
国
』（T

rin
itä

t u
n

d
 R

eich
 G

ottes, 

1
9
8
0

）、『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
道
』（D

er W
eg Jeu

s C
h
rist, 1

9
8
9

）、『
い
の
ち
の
御
霊
』（D

er G
eist d

es L
eben

s, 1
9
9
1

）
お
よ
び
『
神
の
到

来
』（D

a
s K

om
m

en
 G

ottes, 1
9
9
5

）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
） 

メ
ッ
ツ
は
一
九
六
八
年
に
彼
の
政
治
神
学
の
最
初
の
重
要
な
著
書
で
あ
る
『
世
の
神
学
』（Z

u
r T

h
eologie d

er W
elt

）
を
出
版
し
、
ゼ
ー
レ
は

一
九
七
一
年
に
『
政
治
神
学
』（P

olitisch
e T

h
eologie

）
と
い
う
本
を
出
版
し
た
。

（
3
） C

. S
ch

m
itt, P

olitisch
e T

h
eologie: V

ier K
a

p
itel zu

r L
eh

re von
 d

er S
ou

verä
n

itä
t

（B
e
rlin

: D
u

n
ck

e
r &

 H
u

m
b

o
lt, 1

9
7
9

）.﹇
訳
注　

C
・

シ
ュ
ミ
ッ
ト
『
政
治
神
学
』
田
中
浩
・
原
田
武
雄
訳
、
未
來
社
、
一
九
九
三
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。﹈

（
4
） 

モ
ル
ト
マ
ン
は
『
神
学
の
方
法
と
形
式
』（E

rfa
h
ru

n
gen

 th
eologisch

en
 D

en
k
en

s: W
ege u

n
d
 F

orm
en

 ch
ristlich

er T
h
eologie, 1

9
9
9

）
で
自

分
と
個
人
的
な
交
わ
り
関
係
に
あ
っ
た
韓
国
の
神
学
者
た
ち
を
挙
げ
て
い
る
（
二
二
三
―
二
二
五
頁
）。
解
放
神
学
者
た
ち
と
の
個
人
的
交
わ
り

に
つ
い
て
は
同
上
書
で
言
及
し
て
い
る
（
一
九
四
―
一
九
八
頁
）。

（
5
） 

黒
人
神
学
と
の
関
連
で
モ
ル
ト
マ
ン
と
個
人
的
関
係
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
神
学
の
方
法
と
形
式
』（
一
七
一
―
一
七
二
頁
）
を
参
照
せ

よ
。

（
6
） J. M

o
ltm

an
n

, G
ott im

 P
rojek

t d
er m

od
ern

en
 W

elt

（M
ü

n
ch

e
n

: K
aise

r, 1
9
9
7

）, p
. 5

3
.

（
7
） J. M

o
ltm

an
n

, T
h
eologie d

er H
offn

u
n

g, 

이
신
건
역
、『
희
망
의
신
학
』（
서
울
・
대
한
기
독
교
서
회
、
二
〇
〇
二
年
）、
八
頁
﹇
李
シ
ン
ゴ
ン
訳

『
希
望
の
神
学
』（
ソ
ウ
ル
大
韓
基
督
教
書
会
、
二
〇
〇
二
年
）﹈。

（
8
） 

一
九
八
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
道
』
は
メ
シ
ア
的
次
元
の
キ
リ
ス
ト
論
（C

h
ris

to
lo

g
ie

 in
 m

e
s
s
ia

n
e

s
c

h
e

n
 

D
im

e
n

sio
n

e
n

）
と
い
う
副
題
が
付
い
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
メ
シ
ア
と
い
う
次
元
で
理
解
し
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
論
を

展
開
し
た
。
ク
ラ
ッ
パ
ー
ト
（B

. K
lap

p
e
rt

）
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
メ
シ
ア
的
キ
リ
ス
ト
論
に
対
し
て
と
て
も
肯
定
的
な
応
答
と
評
価
を
し
て
い
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る
。B

. K
lap

p
e
rt, W

ora
u

f w
ir h

offen

（M
ü

n
ch

e
n

: K
aise

r, 1
9
9
7

）, p
p

. 1
0
3

―3
8
.
（
9
） J. M

o
ltm

an
n

, D
er G

eist d
es L

eben
s

（M
ü

n
ch

e
n

: K
aise

r, 1
9
9
1

）, p
. 1

0
3
.

（
10
） 
モ
ル
ト
マ
ン
の
万
有
在
神
論
の
詳
細
は
以
下
の
論
文
を
参
照
せ
よ
（O

k
su

 S
h

in
, T

h
e P

a
n

en
th

eistic V
ision

 in
 th

e T
h
eology of J. M

oltm
a

n
n

, 

D
isse

rtatio
n

. F
u

lle
r T

h
e
o

lo
g

ical S
e
m

in
ar

y

（P
asad

e
n

a: 2
0
0
2

）。

（
11
） J. M

o
ltm

an
n

, In
 d

er G
esch

ich
te d

es d
reiein

igen
 G

ottes, 

이
신
건
역
、『
삼
위
일
체
와
하
나
님
의
역
사
』（
서
울
・
대
한
기
독
교
서
회
、

一
九
九
八
）﹇
李
シ
ン
ゴ
ン
訳
、『
三
位
一
体
と
神
の
歴
史
』
大
韓
基
督
教
書
会
、
一
九
九
八
年
﹈。

（
12
） J. C

alvin
, In

stitu
tes of th

e C
h
ristia

n
 R

eligion

（P
h

ilad
e
lp

h
ia: W

e
stm

in
ste

r P
re

ss, 1
9
6
7

）, p
p

. 1
2
0

―1
2
8
.

（
13
） J. M

o
ltm

an
n

, 『
삼
위
일
체
와 

하
나
님
의 

역
사
﹇
三
位
一
体
と
神
の
歴
史
﹈』、
二
六
三
頁
。

（
14
） 

同
上
書
、
一
一
頁
。

（
15
） 

同
上
書
、
一
〇
頁
。

（
16
） W

. K
asp

e
r, D

er G
ott Jesu

 C
h
risti

（M
ain

z: G
rü

n
e
w

ald
, 1

9
8
2

）, p
.3

6
0
.

（
17
） W

. P
an

n
e
n

b
e
rg

, G
ru

n
d
fra

gen
 S

ystem
a

tisch
er T

h
eologie, B

d
 2

（G
ö

ttin
g

e
n

, 1
9
8
0

）, p
.1

1
0
.

（
18
） J. M

o
ltm

an
n

, 『
삼
위
일
체
와
하
나
님
의
나
라
﹇
三
位
一
体
と
神
の
国
﹈』、
一
五
九
―
一
八
五
頁
。

（
19
） J. M

o
ltm

an
n

,

『
삼
위
일
체
와
하
나
님
의
역
사
﹇
三
位
一
体
と
神
の
歴
史
﹈』、
一
三
三
頁
。

（
20
） 

同
上
書
、
一
三
四
頁
。

（
21
） 

同
上
書
、
一
三
八
―
一
四
一
頁
。

（
22
） J. M

o
ltm

an
n

, 『
삼
위
일
체
와
하
나
님
의
나
라
﹇
三
位
一
体
と
神
の
国
﹈』、
二
三
八
―
二
三
九
頁
。

（
23
） M

. V
o

lf, T
rin

itä
t u

n
d
 G

em
ein

sch
a
ft

（M
ain

z: G
rü

n
e
w

ald
, 1

9
9
6

）.

（
24
） R

. B
au

ck
h

am
, G

od
 w

ill be A
ll in

 A
ll

（E
d

in
b

u
rg

: T
 &

 T
 C

lark
, 1

9
9
9

）, p
p

. 1
3
4

―1
4
7
.

（
25
） 

万
人
救
済
論
と
の
関
連
で
神
の
自
由
と
愛
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
バ
ル
ト
の
思
想
を
、
ヘ
デ
ィ
ン
ガ
ー
（V

. H
e
d

in
g

e
r

）
は
詳
細
に
論
述
し
て

い
る
。U

. H
e
d

in
g

e
r, D

er F
reih

eitsbegriff in
 d

er k
irch

lich
en

 D
ogm

a
tik

 K
a

rl B
a

rth
s

（Z
ü

rich
: Z

w
in

g
li V

e
rlag

, 1
9
6
2

）, p
p

. 3
5

―8
.

（
26
） K

D
 II/

2
, p

p
.3

8
9
, 5

5
2
.

（
27
） J. M

o
ltm

an
n

, D
a

s K
om

m
en

 G
ottes

（M
ü

n
ch

e
n

: K
aise

r, 1
9
9
5

）, p
.2

7
0
.
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（
28
） 

同
上
書
、
二
六
五
頁
。

（
29
） E

. B
ru

n
n

e
r, D

ogm
a

tik

（Z
ü

rich
: T

h
e
o

lo
g

ish
e
r V

e
rlag

, 1
9
7
2

）, p
.3

5
8
.

（
30
） G

. E
b

e
lin

g
, D

ogm
a

tik
 d

es C
h
ristlich

en
 G

la
u

ben
s

（T
ü

b
in

g
e
n

: M
o

h
r, 1

9
7
9

）, p
p

. 5
2
7

―8
.

　
　
　

訳
注

 

＊
訳
者
の
補
語
は
﹇　
　

﹈
を
付
し
て
示
し
た
。

（
訳
注
1
） 

G
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
『
解
放
の
神
学
』
関
望
・
山
田
経
三
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
訳
注
2
） 実
際
に
、
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
と
S
S
―
20
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
撤
去
さ
れ
た
の
は
一
九
八
七
年
一
二
月
八
日
に
米
ソ
首
脳
が
調
印
し
た
中
距
離

核
戦
力
全
廃
条
約
（
I
N
F
条
約
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。




